
はい
どちらとも
いえない いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

1 13 1

〇活動に合わせて、空
間が分かれていたり、
子どもにとって、分かり
やすいように思いま
す。
△少し狭い。

本事業所は「児発ルー
ム」「放デイルーム」が
セパレート。各ルーム
にはそれぞれに個室も
あります。適宜「個別支
援」を織り交ぜながら、
活動や支援に合わせ、
時空間の最適化を図っ
ています。

2 13 1

△知らない。送迎ス
タッフの間違いや物の
紛失が多い。「報連相」
もできていない。

その都度ご連絡をいた
だき、ありがとうござい
ます。お手数をおかけ
することがないように、
「事例研」を踏まえなが
ら、職員の資質向上に
努めさせていただきま
す。よろしくお願いいた
します。

3 13 1

〇子供が体操や走り
回るのが好きになった
ようです。家でも走り
回っています！

安全に配慮して、室内
で「リレー」を実施。そ
れを室外にも少しずつ
広げながら、楽しく走る
支援を継続してまいり
ます。

4 14

〇要望を取り組んで下
さる。
〇こちらの考えを取り
入れ、今の本人に合わ
せた計画を立てていた
だいていると思いま
す。

保護者のみなさまの
「養育方針（含む、知育
や園における様子等）」
を踏まえ、「具体的支
援目標」を設定。「モニ
タリング」における評価
も、その成果と課題を
ご納得いただけるよう
に記述させていただい
ています。今後も積極
的な質疑応答をいただ
き、より客観的な計画
作成を進めてまいりま
す。

5 13 1

＊支援内容には入れ
てありませんが、最近
お箸を興味深そうに見
ています。そろそろ「箸
トレーニング」を考えて
おります。よろしくお願
い申し上げます。

基本的に達成期間は
「６ヶ月間」とさせてい
ただくことが多いです
が、期間内であっても、
進捗状況を知らせてい
ただければ、面談も含
め、対応を考慮させて
いただきます。

6 14

適
切
な
支
援
の
提
供

子どもと保護者のニーズや課題が客観的
に分析された上で、➊児童発達支援計画
が作成されているか

児童発達支援計画には、児童発達ガイド
ラインの「児童発達支援の提供すべき支
援」の「発達支援」「家族支援」「地域支援」
で示す支援内容から子どもの支援に必要
な項目が適切に選択され、その上で、具体
的な支援内容が設定されているか

児童発達支援計画に沿った支援が行われ
ているか

児童発達支援評価表　【保護者様用　集計結果（令和５年）】

公表：令和6年2月20日　　　　　アンケート期間：令和５年１２月１９日～令和６年１月９日

チェック項目

環
境
・
体
制
整
備

子どもの活動等のスペースが十分に確保
されているか

職員の配置数や専門性は適切であるか

事業所の設備等は、スロープや手すりの
設置などバリアフリー化の配置が適切にな
されているか



7 14

〇毎回バラエティに富
んだプログラムと繰り
返し行う体操などで、
バランスよく組まれて
いると思います。
〇様々な体験活動に
よって、人との関わりを
学んでいるようなの
で、大変助かっていま
す。

一つのツールの使い
方に習熟することを目
ざす「定番活動」と、
折々のお子さま方の状
況を踏まえ、柔軟に仕
組み「イベント活動」を
適宜組み合わせた支
援を実施しています。
「集団支援」を基本と
し、お友だち同士がで
きるだけ関わり合える
ように支援しています
が、思うようにいかない
ことも多く、試行錯誤の
毎日です。ご意見やご
要望がありましたら、
ぜひ施設にご連絡くだ
さい。

8 4 7 3

△「幼稚園を週５にして
はどうか」という提案が
あったため、（施設と幼
稚園）双方のご意見を
交え検討した上で決め
ようと思っていた。連絡
したが、実施されてお
らず、再度連絡すると、
「こちら（家庭）の意思
で決めてよい」との回
答だった。「施設の連
絡を待っていた期間、
また、回答がなかった
件、幼稚園との連携不
足を含め、残念です。
△わからない

連絡に行き違いがあ
り、ご迷惑をおかけしま
した。後日園に出向
き、お子さまの様子を
見学させていただまし
た。「訪問記録」を届け
させていただいたとこ
ろ、お話をお聞き届け
いただき、どうもありが
とうございました。今後
は「園から学校」へ向
けて、折々の確認とと
もに、ご相談をさせて
いただきます。今後と
もどうぞよろしくお願い
いたします。

9 14

10 13 1

11 9 3 2

12 14
〇アプリで確認できて
よい。詳細に記載して
下さっている。

 LINE（& HUG）による
日々の支援記録はお
おむね好評をいただ
き、施設としても張り合
いを持って取り組ませ
ていただいています。
アセスメントやモニタリ
ングの際も、お子さま
のご様子をよくご存じ
の保護者さまが多くお
られ、日常の連絡等の
大切さを日々感じてお
ります。

保
護
者
へ
の
説
明
等

運営規程、利用者負担等について丁寧な
説明がなされたか

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支
援の提供すべき支援」のねらい及び支援
内容と、これに基づき作成された「児童発
達支援計画」を示しながら、支援内容の説
明がなされたか

保護者に対して家族支援プログラム（❸ペ
アレント・トレーニング等）が行われている
か

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について
共通理解ができているか

適
切
な
支
援
の
提
供

➋活動プログラムが固定しないよう工夫さ
れているか

保育所や認定こども園、幼稚園等との交
流や、障害のない子どもと活動する機会が
あるか



13 12 2

＊送迎の時にしか話せ
ないので、たまに面談
があるといいと思う。
＊面会の機会はありま
せんが、お話のできる
ときにコミュニケーショ
ンがとれて、ありがた
いです。

「個別支援計画」につ
ながる面談を除き、折
り入っての面談は難し
い面もありますが、ご
一報いただければ、前
向きに対応させていた
だきます。

14 2 6 6
＊私は「不要」と考えて
いるので、不満はあり
ません。

保護者面談の折り、と
きおり「開催希望」の有
無をお聞きしますが、
それを望む声は今のと
ころ聞かれません。当
面は個別面談を重視さ
せていただきながら、
今後の方向を探ってま
いります。

15 13 1
〇ＬＩＮＥも活用できて
ありがたいです。

 LINE（& HUG）を有効
に活用されてみえる保
護者が多く、施設として
もできるだけ迅速な対
応が可能となります。
今後ともよろしくお願い
いたします。

16 14

17 13 1

18 13 1
△どのように扱われて
いるか、わからない。

折に触れ、ミィーティン
グ等で「守秘義務」へ
の喚起をしておりま
す。書類については、
管理はもちろん、書庫
の施錠の管理に至るま
で、万全を期しておりま
す。

19 12 2
△マニュアルを知らな
い。

過日配布させていただ
きました。行き違いとな
り、申し訳ございませ
ん。

個人情報の取扱いに十分注意しているか

非
常
時
等
の
対
応

緊急対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルなどを策定し、保護者
に周知・説明されているか。また、発生を
想定した訓練が実施されているか

保
護
者
へ
の
説
明
等

保護者に対しての面談や、育児に関する
助言等の支援が行われているか

父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援さ
れているか

子どもや保護者からの相談や申し入れに
ついて、対応の体制が整備されているとと
もに、子どもや保護者に周知・説明され、
相談や申し入れをした際に迅速かつ適切
に対応されているか

子どもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮がなされているか

定期的に会報やホームページ等で、活動
概要や行事予定、連絡体制等の情報や業
務に関する自己評価の結果を子どもや保
護者に対して発信されているか



20 12 2 △訓練していない。

月１回ＳＳＴで「避難訓
練」を実施。室内外の
防災＆防火訓練はもち
ろん、映像やクイズを
通じ、災害や火災の実
態を折に触れて学べる
ようにしています。夏休
みには「施設外学習」
として「岐阜南消防署
見学」を実施。消防団
員の方々から実際の
火災について学んだ
り、放水訓練を見学さ
せていただき、防火意
識を高めています。

21 13 1

〇園にお迎えに来ても
らえることがうれしいよ
うです。
〇同じように通所して
いるお友だちの名前が
本人の口から出てくる
ようになりました。事業
所が一つの居場所とし
て、本人にしっかりと認
識されるようになった
のを感じます。いつも
喜んで通所できていま
す。
△行きたがらない時が
ある。行きの車に乗っ
てくれない時がある。

開所３年目を迎え、多く
のお友だちが言葉を巧
みに話せるようになり、
言葉足らずで起こりが
ちだったトラブル等が
かなり減りました。とり
わけ、かつて起こりが
ちだった、お気に入り
の遊具等を巡るトラブ
ルが一気に減る一方、
一つの遊具をうまくシェ
アして上手に、集団遊
びができるお友だちが
増ています。そうした室
内の和やかさをさらな
る落ちついた支援につ
なげ、個々のお子さま
の支援内容の充実を
図ってまいります。

非
常
時
等
の
対
応

非常災害の発生に備え、定期的に避難、
救出、その他必要な訓練が行われている
か

満
足
度

子どもは通所を楽しみにしているか



22 13 1

〇活動内容も豊富で、
その中で子どもの特性
を理解し、対応、支援
していただいているの
で、感謝しています。
〇土日祝日にも療育を
受けさせることができ、
大変ありがたく思って
います。他年齢のお友
だちと外出し、身体を
動かすことで、たくさん
のよい刺激を得られて
います。
〇いろいろなところへ
の外出や体験をさせて
もらって、とても感謝し
ています。
△けが（かまれたり）等
があったときは、一言
伝えていただると安心
します。
△小学校就学に向け
た支援（小学校の通級
に関する情報）がない
のが気になっています
（民間サービスと公的
サービスなので、連携
はしていない？）。

平日利用はもちろん、
週末の多様な「施設外
利用」への評価が高
まっているようです。公
共施設（公園、博物
館、科学館等）はもちろ
ん、山登り、みかん狩
りなど、折々の自然を
満喫できるお出かけ
も、自然に身体を鍛え
ることができると好評
です。今後も保護者の
方々のご要望も拝聴し
つつ、実りある見学を
企画してまいります。

施設内で懸念事例は
あった場合、直接連絡
させていただくか、HUG
に記載させていただい
ていますが、連絡が不
徹底で保護者さまにご
迷惑、ご心配をおかけ
した事例もありました。
以後こうした事例が起
こらないように、事業所
全体で確認を重ねてま
いります。申し訳ござい
ませんでした。

入園や就学へ向けた
相談、および支援は、
保護者のご希望に沿っ
て、進めさせていただ
いております。コロナ禍

➊　児童発達支援を利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関する
アセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、 支援の具体的内容、支
援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。児童発達支援センター又は児童発達支援事業所の児童発達支
援管理責任者が作成する。

➋　事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこと。子どもの障害の特性や課題等に応じて
柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。

❸保護者が子どもの行動を観察して障害の特性を理解したり、障害の特性を踏まえた褒め方等を学ぶことにより、子どもが
適切な行動を獲得することを目標とする。

満
足
度

事業所の支援に満足しているか



はい
どちらとも
いえない いいえ 現在の課題や工夫等

1 10 1

適切である。折々の状況により、支援内容
に合わせ、スペースを計画的に活用してい
けば、支援の流れもさらにスムーズになる
と考える。病気や怪我などの際は、個室を
適宜活用しているが、職員間でその使用判
断に違いが出ることがあるので、管理の流
れを今一度確認したい。

2 9 2

「欠勤職員」「当日利用者」の増減で、時
間帯により、現場が厳しくなる場合はある
が、配置数は適切である。日常の支援内容
の見直しや、各職員の能力や資質の向上を
図り、臨機応変な対応に備えたい。
△部屋に職員が一人もいない時間帯があ
る。職員同士の声かけや子どもの人数確認
を徹底して把握することは、どんな状況に
おいても大切だと思う。
△少ない時と多い時の差が激しい。

3 8 3

フロアはバリアフリー化されており、転倒
防止のための「マット敷設空間」も確保。
一方、教室間の自由な行き来、テンション
の上がりすぎた利用者による過度な移動が
ときおり見られるので、利用者には各部屋
の適切な使い方を随時教えている。

4 5 5

月によっては、職員が一堂に会してミィー
ティングを実施することが難しいことが
あった。各職員の「支援者」としての基本
的資質を伸長し、「支援内容」の充実を図
るために、「集団支援企画書」による支援
目標、支援内容の共通理解を図ってきた
が、十分に活用できているとはいえず、
「ＰＤＳＡサイクル」定着にはまだまだ課
題がある。
〇定期的にミィーティングをしている。

5 3 6

「一斉アンケート」を実施したことはない
が、「モニタリング」から「個別支援計画
作成」までの一連の過程を充実させ、個々
の利用者と保護者の意向に最大限配慮した
個別支援計画に落とし込んでいる。三度目
の試みとなった「本評価表」では、保護者
の声もより具体的に届いており、その期待
に応えられるように、今後の支援の方向、
事業所のありようを検討したい。

6 4 3 3

保護者用、事業所用ともに集計が終わり次
第、事業所の意向を明確にして、毎年「こ
ぱんはうす本部ＨＰ」において公開してい
る。

児童発達支援自己評価表　【事業者用　集計結果（令和５年）】

事業所の設備等について、バリアフリー化
の配置が適切になされているか

公表：令和６年2 月20日　　　アンケート期間：令和５年１２月１９日～令和６年１月９日

業
務
改
善

利用定員が指導訓練室等スペースとの関
係で適切であるか

職員の配置数は適切であるか

この自己評価の結果を、事業所の会報や
ホームページ等で公開しているか

環
境
・
体
制
整
備

チェック項目

保護者等向け評価表を活用する等により
アンケート調査を実施して保護者等の意向
等を把握し、業務改善につなげているか

業務改善を進めるための PDCA サイクル
（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画
しているか



7 5 4 1

開所から３年目が過ぎ、日々の支援の流れ
が定着した今こそ、その成果と課題を客観
的に評価すべき時期にあると感じる。各職
員の見識をもとに、具体的な事実に基づく
「内部評価」はもちろん、識者も交えた
「外部評価」も必要であり、委託すべき外
部機関を早急に探りたい。

8 4 5 1

十分とはいえない。研修の有無にかかわら
ず、児発菅より月２回の「研修資料」を提
案。全職員に回覧し、「支援者としての基
本的資質」「支援内容の基礎基本」にかか
わる提案を実施している。「事例研究会」
などの実践的なフィードバックは今後の課
題である。
〇動画を見る研修はできている。
＊機会があれば、社外研修も必要に思いま
す。

9 9 2

アセスメントでは、保護者から具体的なお
話をいただけることが多い。施設内におけ
る利用者の様子も共感的に受け止められ、
真摯なご意見やご質問をいただくことが多
い。ほとんどの保護者に「継続利用」をい
ただいており、アセスメントのたびに、保
護者と施設とのニーズが合致することも少
なくない。今後も個々のストレングスへの
アプローチを第一に、より多くのニーズを
引き出せる支援を工夫したい。

10 7 3

「特性確認シートⅠ（社会性）」「特性確
認シートⅡ（コミュニケーション）」「特
性確認シートⅢ（想像力＆感覚）」をアセ
スメントツールとして使用。個々の特性を
分析するとともに、多くの利用者の持つ特
性を客観的に分析。個別支援はもちろん、
集団支援にも活用している。

11 6 2

アセスメント、とりわけ、初回のアセスメ
ントの際は「児童発達支援ガイドライン」
の概要を説明。質疑応答に応じるととも
に、場合によっては、４つの支援から導か
れる具体例を提示。受け（られ）る支援内
容例を提案後、それも加味しながら、各利
用者により適切な支援内容を相談させてい
ただいている。モニタリングでもその過程
を重視しており、個別支援計画を立てるた
びに、利用者の療育を効果的、効率的に進
められる支援目標、支援内容に仕上がって
いる。

12 7 2

基本的に（ガイドライン）項目に根ざした
支援を心がけているが、折々の利用者の実
態により、優先順位が前後することが多々
ある。いずれにせよ、「支援目標」「支援
内容」に常に立ち返り、個々の利用者への
「説明責任」「結果責任」が果たせるよう
に、日々の支援をより具体化している。
〇子どもに合った支援をしている。

適
切
な
支
援
の
提
供

業
務
改
善

職員の資質の向上を行うために、研修の
機会を確保しているか

子どもの適応行動の状況を図るために、
標準化されたアセスメントツールを使用し
ているか

児童発達支援計画には、児童発達支援ガ
イドラインの「児童発達支援の提供すべき
支援」の「発達支援」「家族支援」「地域支
援」で示す支援内容から子どもの支援に必
要な項目が適切に選択され、その上で、具
体的な支援内容が設定されているか

児童発達支援計画に沿った支援が行われ
ているか

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上
で、児童発達支援計画を作成しているか

第三者による外部評価を行い、評価結果
を業務改善につなげているか



13 8 1

月末に管理者の指導の下、翌月の「集団支
援担当者」を決定。担当者とそれをアシス
トする支援者が中心となり、個々の集団支
援を立案している。実際の支援において
は、活動がスムーズに進行できるように、
非常勤職員も含め、全職員が現場の状況や
変化に機敏に反応できている。

14 10 1

「週末」は保護者のニーズが高い「施設外
活動（お出かけ行事）」と「おやつづく
り」を交互に実施。「平日」は「オーナメ
ント」「カレンダー」など「制作系定番活
動」をベースに、「運動系」「レクリエー
ション系」「学習支援」などの活動をバラ
ンスよく設定している。
〇子どもが楽しめるように、新しい活動を
増やしている。
＊余った時間（１５分～２０分）にできる
活動があるとよいと思います。準備なし
に、その場にいる職員で始められるよう
に。遊び道具がセットして用意してあると
よいです。

15 9 2

来室直後、「ルーチンワーク（着替え、ト
イレ、手洗い）」を済ませた後、午前中は
「おはじまり（エクササイズ＆ダンシン
グ、教育番組視聴）」までは一連の流れが
習慣化。さらに、その後の「集団支援」は
「レギュラー活動」と「イベント活動」に
大別されるが、毎回の利用者の状況をもと
に、より適切な支援内容を提供している。
午後は適宜「施設外活動（散歩、公園、公
共施設）」も取り入れながら、折々の状況
を踏まえ、個別支援と集団支援を組み合わ
せている。一方、開所３年目を迎え、個々
の利用者のストレングス、保護者のニーズ
がかなりはっきりし、それが「個別支援計
画」に具体的に落とし込まれていることを
考慮すると、今後は「個別支援」の充実を
図る必要があるとも感じている。

16 6 4

支援修了後は送迎の関係で、職員全員によ
る打ち合わせは難しい。とくに担当者が、
次回の支援の改善に向け、成果と課題をま
とめるように努めている。
〇ホワイトボードでしっかりと確認できて
いる。
△もう少し打ち合わせに時間をとってもら
えるとよいと思います。

17 2 7 1

支援修了後は送迎の関係で、職員全員によ
る打ち合わせは難しい。とくに担当者が、
次回の支援の改善に向け、成果と課題をま
とめるように努めている。
△振り返りはしていない。改善点は言い
合っている。

支援終了後には、職員間で必ず打合せを
し、その日行われた支援の振り返りを行
い､気付いた点等を共有しているか

適
切
な
支
援
の
提
供

活動プログラムの立案をチームで行ってい
るか

支援開始前には職員間で必ず打合せを
し、その日行われる支援の内容や役割分
担について確認しているか

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活
動を適宜組み合わせて児童発達支援計画
を作成しているか

活動プログラムが固定化しないよう工夫し
ているか



18 6 3 2

LINE、HUG、ブログを活用した日々の支援
記録を職員間で共有している。主な集団支
援については、児発菅が前述の「特性確認
シート（Ⅰ～Ⅲ）」を踏まえ、活動中の
個々の興味関心、意欲や能力の高まりなど
を、ノートに記録。アセスメントの折り
は、保護者に適宜紹介するとともに、質疑
応答などをもとに、「個別支援計画」を練
り直している。

19 10 1

保護者の意向を尊重しながら、ほとんどの
利用者は「６か月に１回」のモニタリング
を実施している。更新月を迎える利用者が
多い月は、保護者のご了解を得て、モニタ
リング時期を前後させるなど、全利用者の
モニタリングの質を確保するために万全を
期している。

20 9 2

各職員の目（≒見識）で日々子どもの状況
を把握し、支援を進めているが、職員間に
は知識と経験のちがいが少なからずあり、
最もふさわしい者が常に参画できていると
は限らない。

21 4 5

行えていない。保育園、幼稚園、小学校に
ついては、送迎や保護者経由で、口頭や文
書レベルの情報共有を行うこともあるが、
その他の関係機関となると、先方からの連
絡が入らなければ、積極的な連携は図れて
いない。アセスメントの折りに、保護者へ
アプローチし、適宜連携を始めたい。

22 3 3

「手術」を伴う医療ケアが必要な利用者が
１名在籍。主治医等との連絡体制は今後の
課題だが、保護者からは細かな状況を連絡
いただけることが多く、食事介助などでよ
り適切な支援ができていると考える。

23 1 5

令和５年現在、医療ケアを必要とする利用
者が１名在籍しているが、連絡体制は確立
していない。受け入れる場合は、現在の利
用者の状況も鑑み、保護者のご意向を汲ん
で、適切な連絡体制を整えたい。

24 4 5

あまり図れていない。送迎の折りに、各施
設や事業所間を行き来する場合は、当日の
様子を聞いたり、連絡帳を通じて、情報を
得たりしている。今後はさらに、それらを
緻密に記録し、支援内容を見直す機会とし
たい。

25 5 4 1

各ホームページ等を通じ、専門機関の概要
は把握しているが、具体的な情報共有と相
互理解の場を設定するには至っていない。
毎年「児発から放デイ」移行利用者がいる
ので、早急に場を設定していきたい。

母子保健や子ども・子育て支援等の関係
者や関係機関と連携した支援を行っている
か

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

適
切
な
支
援
の
提
供

日々の支援に関して正しく記録をとること
を徹底し、支援の検証・改善につなげてい
るか

定期的にモニタリングを行い、放課後等デ
イサービス計画の見直しの必要性を判断
しているか

医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合、地
域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等
の関係機関と連携した支援を行っているか

移行支援として、保育所や認定こども園、
幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間
で、支援内容等の情報共有と相互理解を
図っているか

移行支援として、小学校や特別支援学校
（小学部）との間で、支援内容等の情報共
有と相互理解を図っているか

医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合、子
どもの主治医や協力医療機関等と連絡体
制を整えているか

障害児相談支援事業所のサービス担当者
会議にその子どもの状況に精通した最も
ふさわしい者が参画しているか



26 3 3 2

相談支援事業所を中心に、電話や来訪によ
る助言を定期的にいただいている。とりわ
け、複数の利用者を担当していただいてい
るいくつかの事業所からは、参考となるご
意見やご指摘をいただくことが多く、「個
別支援計画」を立てる際の確かな情報源と
している。
△研修は受けていない。

27 2 3 4

機会がない。コロナを取り巻く状況は大き
く変わったが、保護者のニーズ等を考慮す
ると、今のところ、積極的な交流は考えて
いない。
＊交流はあまりない。

28 1 3 4
参加できていない。機会をとらえ、参加を
検討したい。

29 9 2

利用日には HUG、LINE を通じ、写真とコ
メントによる利用状況を提供。利用者のよ
さと課題について共通理解を図っている。
さらに、折々にブログを更新し、事業所と
しての支援の状況をありのままに伝え、利
用者の保護者はもちろん、折々には利用を
希望する保護者や一般の読者からの反響も
感じている。

30 2 6

十分にできているとはいえず、保護者から
も実施を希望する声を聞くことがある。ア
セスメントの際は、現在の保護者の育児や
悩みを確認しながら、事業所内における具
体的な事例も交え、よりよい支援の仕方を
共に考えている。

31 9 2

利用希望者には原則「無料体験プレ教室」
で事業所や他利用者の雰囲気を感じていた
だき、ご利用を検討していただいている。
アセスメント後は、事業所運営については
「サービス管理責任者」が、支援内容につ
いては「児童発達支援管理責任者」がそれ
ぞれ詳細に説明。十分にご理解をいただい
た上で、ご利用をお願いしている。

32 8 2

アセスメントは「サービス管理責任者」と
「児童発達支援管理責任者」で対応。保護
者のヒアリングを個々の視点でとらえ、質
疑応答を進めている。ニーズやストレング
に直結しそうなポイントには重点的に対応
し、保護者が自身のお考えをまとめていけ
るように支援するとともに、「児童発達支
援計画」を傍らに置き、適宜説明を補足。
支援内容に関する確認と同意を得ながら、
ご理解とご協力をお願いしている。

33 10 1

事業所として、すべての保護者とLINEによ
る相談体制が確立。電話やメールによる相
談にも適宜対応。折々の保護者の声をでき
るだけ吸い上げられるように努めている。

他の児童発達支援センターや児童発達支
援事業所、発達障害者支援センター等の
専
門機関と連携し、助言や研修を受けている
か

　

保育所や認定こども園、幼稚園等との交
流
や、障害のない子どもと活動する機会があ
るか

自立支援協議会子ども部会や地域の子ど
も・子育て会議等へ積極的に参加している
か

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について
共通理解を持っているか

保護者の対応力の向上を図る観点から、
保護者に対してペアレント･トレーニング等
の支援を行っているか

保
護
者
へ
の
説
明
等

運営規程、支援の内容、利用者負担等に
ついて丁寧な説明を行っているか

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支
援の提供すべき支援」のねらい及び支援
内
容と、これに基づき作成された「児童発達
支
援計画」を示しながら支援内容の説明を行
い、保護者から児童発達支援計画の同意
を
得ているか

保護者からの子育ての悩み等に対する相
談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っ
ているか

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携



34 2 2 5

土日開所を実施してるため、父母の会の時
間を捻出することは難しい状況にある。保
護者の声を集約するプラットホームとし
て、Zoom などを適宜活用することを検討
したい。
＊開催してみてもいいと思う。

35 10 1

利用時のトラブル等は必ず保護者にその経
緯と対応を伝えている。今年度は「ヒヤリ
ハット」にまとめた事例はもちろん、新規
利用者に伴う利用者間のトラブル等も多
く、児発菅は後々の責任（説明責任＆結果
責任）を心がけ、そうした事例を毎回記
録。アセスメント等で保護者から説明を求
められた際は、誠実に対応している。
〇携帯（LINE）を使用することにより、保
護者からの申し入れもしやすく、瞬時に対
応ができていると思います。

36 8 1 2

「リタリコナビ」によるブログ発信は、利
用者とその保護者からの好評を博すととも
に、新規利用希望者には、それを事業所選
択の一つの理由に上げている保護者も多
い。個々のアセスメントやモニタリングの
際は、話し合いを進める題材となることも
多く、職員間では支援内容のフィードバッ
クの一助にもなっている。

37 9 2

保護者連絡のための写真撮影、および、文
書作成はすべて社内スマホ、もしくは、社
内パソコンで行っている。折々のミィー
ティングでは、「守秘義務」への喚起をす
るとともに、書類については、管理はもち
ろん、書庫の施錠の管理に至るまで、万全
を期している。

38 8 3

他利用者とのトラブル等で気持ちが昂った
り、思うようにならないことがあり、落ち
つかない利用者がいた場合、部屋を改める
ようにしている。一方、そうした状況に対
する職員間の受け止め方は千差万別であ
り、また、職員の言動がそうした状況の誘
因になっている場合もあり、支援や伝達に
対する配慮の大切さを痛感している。

39 1 3 4

以前、近隣の「こども園」から来室してい
る利用者があり、そこに勤務する職員のみ
なさんと笑顔であいさつを交わすなど、地
道な交流ができていたが、年度が替わって
以降、地域とのふれあいの場はほとんど持
てていない。

定期的に会報等を発行し、活動概要や行
事予定、連絡体制等の情報を子どもや保
護者に対して発信しているか

個人情報に十分注意しているか

障害のある子どもや保護者との意思の疎
通や情報伝達のための配慮をしているか

事業所の行事に地域住民を招待する等地
域に開かれた事業運営を図っているか

保
護
者
へ
の
説
明
等

父母の会の活動を支援したり、保護者会
等を開催する等により、保護者同士の連
携を支援しているか

子どもや保護者からの相談や申し入れに
ついて、対応の体制を整備するとともに、
子どもや保護者に周知し、相談や申し入れ
があった場合に迅速かつ適切に対応して
いるか



40 6 3 1

令和５年は晩夏以降、施設内でインフルエ
ンザが時間差で流行し、保護者の感染症へ
の問い合わせが増加。わが子が「感染源」
にならないように、早目の欠席を決められ
る保護者もあった。一方、園や学校のイン
フルエンザの状況と家庭の事情から、「感
染症対応マニュアル」を希望された保護者
もあり、その声も反映したマニュアルを策
定。職員と保護者に周知することができ
た。
〇子どもは毎月必ず１回は実施している。
△スタッフはあまりできていないので、す
るのもいいと思う。

41 7 3 1

月１回の「ＳＳＴ」で、「火災」「地震」
「水害」に対応した「避難訓練」を実施。
令和５年は「避難経路に潜む危険」「避難
所生活の様子」なども、映像やクイズで確
認。より幅広い避難学習が実施できた。今
後は訓練を通じ、生命の大切さ等にも切り
込んでいきたい。
△スタッフだけの訓練はやっていないの
で、実施すべきだと思う。

42 7 1 1

服薬等の支援は、来所時に薬を一括管理。
昼食前に「担当者」から、「服薬支援」
「服薬完了の見届け」を、口頭と連絡黒板
で全体確認。服薬を確実に行っている。既
往症等については、アセスメントシートに
その経緯を確実に記載し、カンファレンス
で折りに触れて確認。毎回のアセスメント
で保護者にヒアリングを行い、必要な情報
は職員間で共通理解している。
〇送迎時、電話（or LINE）にて確認してい
る。

43 7 2 1

毎回のアセスメントで得た「食物アレル
ギー」「食習慣」に関する情報は確実に更
新し、共有。何らかの変化があった場合
は、保護者に問い合わせ、以降の支援への
言質をいただいている。
＊保護者からの対応方法を元に、リストを
作成。統一した対応を行うことが必要だと
思います。

44 9 2

令和５年は「事故・事件報告書（事業所→
岐阜市）」が２件。内１件は救急搬送を伴
う事例であり、施設としては、その前後の
支援や対応について問われた。そうした経
緯を受け、その後は「予防的観点」から、
児発菅が自身の気になる事例はできるだけ
「ヒヤリハット」に上げ、事業所内で共有
している。しかし、情報共有はするもの
の、「類似事例」が起こることがあり、職
員間の「危機意識」の温度差は少なからず
あると感じる。
〇報告書をその都度共有している。今後、
定期的に見直す体制を整えることも必要と
思います。

非
常
時
等
の
対
応

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルを策定し、職員や保
護者に周知するとともに、発生を想定した
訓練を実施しているか

非常災害の発生に備え、定期的に避難、
救出その他必要な訓練を行っているか

事前に、服薬や予防接種、てんかん発作
等の子どもの状況を確認しているか

食物アレルギーのある子どもについて、医
師の指示書に基づく対応がされているか

ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で
共有しているか



45 7 2 1

管理者を中心に、リタリコナビの「オンラ
イン虐待防止講座」に計画的に参加。その
内容を職員間で共有し、その後の研修の基
礎としている。事業所の事例研は十分とは
いえないが、折々の利用者への言動で気に
かかることがあれば、相互に確認し合って
いる。
＊時代の流れもあり、定期的な研修は必要
だと思います。

46 5 4

今のところ、身体拘束を伴う対応を迫られ
る事例がなく、細かな基準までは設定でき
ていない。今後、職員個々の勝手な判断が
先行しないように、管理者の原案の下、職
員間で検討していきたい。
〇動画研修あり
＊事業所内にて、不適切な支援や本人主体
の支援について話し合う機会は作った方が
いいと思います。

非
常
時
等
の
対
応

虐待を防止するため、職員の研修機会を
確保する等、適切な対応をしているか

どのような場合にやむを得ず身体拘束を
行うかについて、組織的に決定し、子ども
や保護者に事前に十分に説明し了解を得
た上で、児童発達支援計画に記載してい
るか


